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SV ニュース 

第 9 号 

 

第
六
回
定
例
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

日
時 

十
二
月
十
三
日 (

土) 
 
 
  

午
後
一
時
～
四
時 

 
 
 
 

引
続
き
懇
親
会
を
予
定 

 

会
場 

浦
安
市
国
際
セ
ン
タ
ー 

 

平
成
二
十

年
春
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募

集
説
明
会
に

集

ま

っ

た

方
々
へ
の
応

募
動
機
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
、
一
位｢

人
の
役
に
立
ち
た

い｣

、
二
位｢

海
外
で
の
暮
ら
し
や

仕
事
に
興
味｣

、
三
位｢

も
の
の
見

方
や
考
え
方
の
幅
を
広
げ
た
い｣

で
、
以
下｢

自
分
の
成
長
に
つ
な
が

る｣｢

多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な

れ
る｣｢

新
し
い
自
分
に
変
わ
り
た

い｣

な
ど
が
続
く
。
若

手
の
青
年
海
外
協
力
隊

と
異
な
り
、
長
年
培
っ

て
き
た
専
門
性
や
経
験

を
有
す
る
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
動
機
と
し
て
、｢

人

の
役
に
立
ち
た
い
＝
自

身
の
経
験
を
途
上
国
の

開
発
に
活
か
し
た
い｣

は
理
解
し
や
す
い
が
、

二
位
以
下
の
理
由
に
関

し
て
は
、
意
外
と
は
言

わ
な
い
が
、
シ
ニ
ア
年

代
に
な
っ
て
も
ま
す
ま
す
自
己
へ

の
投
資
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
傾
向

は
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
世
代
を

超
え
た
動
機
と
し
て
共
通
し
て
お

り
、
途
上
国
で
の
二
年
間
の
価
値

あ
る
経
験
を
経
た
シ
ニ
ア
世
代
が

こ
れ
か
ら
の
日
本
や
世
界
が
抱
え

る
諸
課
題
に
貢
献
し
う
る
存
在
と

し
て
の
期
待
が
広
が
る
。 

さ
て
、
わ
が
国
の
外
国
人
登
録

者
数
は
、
平
成
一
九
年
末
現
在
で

二
百
十
五
万
人
と
、
こ
の
十
年
間

で
約
五
割
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
地
方
自
治
体
が
推
進
す

る
国
際
関
連
施
策
も
従
来
の｢

国
際

貢
献｣

｢

国
際
交
流｣

に
加
え
、
近
年

｢

多
文
化
共
生｣

が
第
三
番
目
の
柱

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
千
葉
県
に
お

い
て
も
、
全
国
で
六
番
目
に
外
国

人
登
録
者
が
多
く
、
さ
ら
に
、
こ

こ
十
年
間
の
増
加
率
は
全
国
平
均

を
上
回
る
六
十
七
㌫
と
い
う
状
況

の
中
、
県
は
多
文
化
共
生
推
進
の

た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
提
案
す
る｢

外

国
籍
県
民
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
推
進
す
る｣

事
業
を
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
資
金
補
助
す
る
な
ど
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。 

多
文
化
共
生
に
つ
い
て
は
、
今

後
ま
す
ま
す
外
国
籍
住

民
が
増
加
す
る
社
会
情

勢
に
あ
る
中
、
こ
の
流

れ
に
乗
る
こ
と
で
地
域

に
新
た
な
価
値
観
を
醸

成
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス

チ

ャ

ン

ス

を

創

造

し
、
新
た
な
生
活
環
境

を
整
備
す
る
と
い
っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
将
来
像

と
し
て
と
ら
え
る
見
方

が
あ
る
一
方
で
、
現
実

と
し
て
は
、
様
々
な
差

別
や
偏
見
に
起
因
す
る

社
会
的
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
と
い

う
側
面
も
持
つ
。
そ
の
背
景
に
あ

る
も
の
は
、
政
治
情
勢
、
住
民
感

情
、
宗
教
、
文
化
な
ど
複
雑
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
き
め
の
細
か
い
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
途
上
国
に
お
い

て
住
民
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
活

動
を
展
開
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
が
強
み
と
し

て
活
か
せ
る
領
域
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
は
な
く
、
当
該
分
野
で
の

千
葉
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
の
一
層
の
ご
活
躍
を

確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

特別寄稿 

経験を活かして 

JICA青年海外協力隊事務局 

国内業務担当 

次長 笹館孝一 

       

平
成
二
十
年
度
通
常
総
会
開
催 

 

五
月
三
十
一
日
（
土
）
午
後
一

時
三
十
分
よ
り
四
時
ま
で
、
平
成

二
十
年
度
通
常
総
会
が
千
葉
市
国

際
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
三
十
三
名
、

新
帰
国
者
五
名
が
参
加
し
、
来
賓 

と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力 

      

隊
事
務
局
長 

大
塚
正
明
氏
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
千
葉
デ
ス
ク 

木
野
本
ま
ゆ
み

氏
、
千
葉
県
総
合
企
画
部
国
際
室 

早
川
夏
子
氏
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
千
葉
Ｏ

Ｂ
会
会
長 

吉
田
憲
司
氏
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。 

 
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
後
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。
大
塚
氏
お

よ
び
早
川
氏
の
ご
挨
拶
は
第
二
頁

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

議
事
は
平
成
十
九
年
度
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告

に
引
き
続
き
平
成
二
十
年
度
活
動

計
画
審
議
、
平
成
二
十
年
度
予
算

案
審
議
、
規
約
改
正
案
審
議
、
平

成
二
十
年
度
役
員
選
出
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
報
告
事
項

と
し
て
山
本
茂
穂
幹
事
に
よ
り｢

広

報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣

、
上
田 

事
務
局
長
よ
り｢

国
際
理
解
（
開

発
）
教
育｣

、｢

千
葉
市
支
部
の
活 

     

動｣

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
以
上
を
受
け
て
、
役
員
と
会 

員
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

引
続
き
上
田
事
務
局
長
よ
り
次

の
新
会
員
と
新
帰
国
者
計
十
一
名

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

藤
家 

梓 

（
シ
リ

ア
）
、
大
澤
ト
シ

エ
（
シ

リ

ア
）
、

坂

本

真

理
（
タ

イ
）
、
嶋
口
博
彰

（
サ

モ

ア
）
、
浦

山
和
良
（
マ
ラ
ウ

イ
）
、
北
垣
勝
之

（
ヨ

ル

ダ

ン
）
、

木

内

義

郎
（
マ

レ

ー

シ

ア
）
、
山

岸 

隆 

（
マ
レ
ー

シ
ア
）
、
豊
永
俊

之
（
チ

ュ

ニ

ジ

ア
）
、
柿

沼 

豊 

（
ケ

ニ

ア
）
、
崎

元

雄

厚

氏
（
タ

イ
） 

 

司
会
・
開
会
宣
言
は
黒
田
副
会

長
、
議
長
に
品
川
会
長
、
議
案
説

明
は
各
担
当
幹
事
、
閉
会
挨
拶
を

梅
谷
副
会
長
が
行
い
ま
し
た
。
書

記
に
は
加
藤
眞
理
会
員
と
酒
井
國

彦
会
員
が
あ
た
り
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
懇
親
会
が
京
葉
銀

行
文
化
プ
ラ
ザ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
行
わ
れ
、
会
員
二
十
九
名
参
加

の
盛
会
で
し
た
。  

品
川
会
長
挨
拶  

発
足
以
来
五

年
経
過
し
ま
し

た
。
そ

の

間

会

員
諸
氏
の
協
力

に
よ
り
千
葉
県

で
の
活
動
の
幅

が

広

が

り
、
県

内
諸
団
体
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ａ
内
で
の
存
在
感
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
五
年
先
、
十
年
先
を
見

据
え
た
、｢

無
理
な
く｣

｢

愉
快
に｣

 
 

｢

仲
良
く｣

と
す
る
会
の
基
本
方
針

に
よ
る
持
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
た
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 
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本
年
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と

り
ま
し
て
大

変
重
要
な
年

で

あ

り

ま

す
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

十
月
一
日
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
の
有
償
資
金
協
力
業
務

と
外
務
省
の
無
償
資
金
協
力
の
一

部
を
引
き
継
ぎ
、
新
し
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
誕
生
、
世
界
で
も
有
数
の
総

合
的
な
二
国
間
援
助
機
関
と
な
り

ま
す
。
新
組
織
の
中
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
五
月
に
横
浜
で
第

四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
が
開
催
さ
れ
、
三
つ

の
柱
（
①
ア
フ
リ
カ
の
成
長
の
加

速
化
、
②
人
間
の
安
全
保
障
、
③

環
境
・
気
候
変
動
問
題
へ
の
対

処
）
に
関
し
て
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
今
後
も
日
本
の

役
割
や
日
本
へ
の
期
待
は
多
大
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
ア
フ

リ
カ
へ
の
経
済
的
支
援
と
人
的
支

援
が
理
解
さ
れ
始
め
、
日
本
人
の

仕
事
に
対
す
る
姿
勢
、
品
質
管
理

の
大
切
さ
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な

ど
日
本
の
人
的
支
援
へ
の
関
心
の

深
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
人
の
リ
ー

ダ
ー
達
が
「
援
助
と
は
金
銭
で
な

く 

〝
人
〟
で
あ
る
」
と
認
識
し
、

今
後
、
人
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
人
自
身
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
も
計
画
さ

れ
、
そ
の
模
範
的
事
業
と
し
て
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
派
遣
し
た
Ｏ

Ｂ
，
Ｏ
Ｇ
が
日
本
へ
帰
国
後
も
自

治
体
・
大
学
と
の
繋
が
り
を
含
め

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
、

関
心
が
持
た
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

一
方
日
本
社
会
の
中
で
も
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
対
す

る
期
待
が
高
ま
り
、
各
地
の
教
育

委
員
会
や
民
間
企
業
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日

本
社
会
で
の
国
際
貢
献
経
験
者
の

活
用
促
進
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

国
際
協
力
は
日
本
の
国
際
貢
献

の
最
も
重
要
か
つ
平
和
的
な
手
段

で
す
。
千
葉
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
様
も
貴

重
な
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を

日
本
社
会
に
還
元
し
、
国
際
協
力

の
理
解
促
進
に
協
力
し
て
下
さ
る

よ
う
お
願
い
を
し
、
こ
れ
を
も
ち

ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 
 

 

  

千
葉
県
で

は
、
平

成

十

七
年
か
ら
三

年

間

に

わ

た
っ
て｢

千
葉

の
国
際
協
力｣

の
方
向
性
を

国
際
協
力
の
専
門
家
や
実
務
経
験

者
と
考
え
方
を
議
論
し
て
き
ま
し

た
。
当
初
よ
り
、
何
故
地
方
自
治

体
で
あ
る｢

県｣

が
国
際
協
力
を
す

る
か
？
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
外
交
の
一
環
と
し

て
国
際
協
力
を
専
門
に
実
施
す
る

機
関
が
あ
り
、
日
々｢

国
際
協
力
を

す
る
た
め｣

に
働
い
て
い
る
人
々
が

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
機
関
で
は｢

ど

の
国
に
重
点
を
お
く
か｣

｢

ど
の
分

野
が
重
要
か｣

｢

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
適
当
か
？｣

と
い
う
議
論
は
あ
っ

て
も
、
恐
ら
く｢

な
ぜ
我
々
が
？｣

を
議
論
す
る
こ
と
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。 

 

自
治
体
で
あ
る
県
庁
は
県
民
の

直
接
的
利
益
に
な
る
こ
と
を
考
え

る
機
関
で
あ
る
た
め
、
国
際
協
力

と
い
っ
た
、
必
ず
し
も
大
多
数
の

県
民
に
裨
益
す
る
と
は
説
明
し
に

く
い
事
業
に
予
算
を
つ
け
る
の
は

大
変
で
す
。
ま
た
、
予
算
が
つ
い

た
と
し
て
も
事
業
一
つ
実
施
す
る

の
に
他
部
署
と
の
交
渉
は
本
当
に

大
変
で
す
。
ま
ず｢

ど
う
し
て
県

が
？｣

｢

何
の
た
め
に
な
る
？｣

と
い

う
理
由
を
常
に
携
え
説
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
で｢

千
葉
県
の
国
際
協

力
の
あ
り
方｣

を
少
し
ず
つ
整
理
し

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
こ

れ
は
先
ず｢

県
民
の
国
際
化｣

や｢

県

民
の
誇
り｣

を
第
一
目
的
と
し
た
ほ

う
が
す
っ
き
り
い
く
の
で
は
な
い

か
と
い
う
考
え
に
至
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
、｢

貧
し
い
人

の
た
め
に｣｢

地
球
環
境
の
た
め
に｣

な
ど
と
大
上
段
に
構
え
ず
、
国
際

化
の
一
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
で
す
。
特
に
上
下
水
道
や
ゴ

ミ
処
理
、
消
防
防
災
な
ど
は
市
町

村
等
の
行
政
レ
ベ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
高
い
分
野
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
直
接
的
な｢

国
際
貢
献｣

の

テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
た
県
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
ア
ッ
プ
、
国
際
化
の
一
環

で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

南
房
総
市
に
ベ
ト
ナ
ム
で
道
の

駅
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し

て
い
る
方
が
居
ら
れ
、
数
年
前
に

道
の
駅
専
門
家
と
し
て
タ
イ
へ
呼

ば
れ
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

方
面
で
は
国
内
屈
指
の
実
力
者
で

す
が
、
タ
イ
へ
行
っ
て
み
る
と
自

分
の
経
験
や
ア
イ
デ
ア
を
熱
心
に 

聞
い
て
く
れ
る
人
、
こ
れ
を
採
用

し
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
な
ん
か
人
生
が
救
わ
れ

た
気
が
し
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、
実

は
こ
の
よ
う
な｢

誇
り｣

を
持
つ
、

持
ち
直
す
た
め
に
も
国
際
協
力
に

参
加
す
る
意
義
は
高
い
と
感
じ
た

わ
け
で
す
。 

 

特
殊
な
知
識
や
技
術
を
持
っ
て

い
な
い
と
国
際
協
力
は
で
き
な
い

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
松
戸
の
小
中
学
校

で
は
不
要
に
な
っ
た
机
や
椅
子
を

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
寄
贈
し
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
は
そ
れ
ま
で
机
や

椅
子
な
し
で
勉
強
し
て
い
る
子
供

た
ち
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
こ

の
記
憶
は
い
つ
ま
で
も
残
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
後
も
学
校
間
で

ゴ
ー
ヤ
の
種
の
や
り
取
り
な
ど
で

交
流
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
経
験
は
お
互
い
の
子
供
た

ち
の
世
界
観
形
成
に
影
響
す
る
で

し
ょ
う
。 

 

市
川
工
業
高
校
の
生
徒
は
ネ

パ
ー
ル
で
世
界
遺
産
の
建
物
の
実

測
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
国
際
協

力
と
い
う
側
面
と
教
育
的
価
値
、

職
業
選
択
へ
の
影
響
と
そ
の
重
み

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

は
結
局
、
国
際
協
力
は
一
方
向
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
沢
山
の

方
々
に
理
解
し
て
頂
き
、
無
理
の

な
い
形
で
参
加
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
の
が
今
の
我
々
の
方
向
性
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
の
皆
様
も
、
ご
自
身
が
得
た

こ
と
に
つ
い
て
周
囲
の
方
々
に
お

伝
え
い
た
だ
く
こ
と
で
、
国
際
協

力
へ
の
参
加
者
の
裾
野
が
広
が

り
、
厚
み
が
で
て
く
る
と
思
い
ま

す
。 

総 

会 

来 

賓 

挨 

拶 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

の
近
況 

 
 
 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊 

 
 
 

事
務
局
長 
大
塚
正
明 

自
治
体
の
国
際
協
力
の
あ
り
方 

 
 

千
葉
県
総
合
企
画
部
政
策
推
進
室 

 
 

国
際
政
策
課 

 
 

副
主
査 

早
川
夏
子 
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千 

葉 

大 

学 

講 

座 

参 

加 

会 

員 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス 

 

千
葉
大
学
教
育
学
部 

吉
田
雅
巳

教
授
の
授
業
の
一
部
を
担
当
し
、

｢

国
際
理
解
の
実
践｣

分
野
で｢

世
界

に
貢
献
す
る
日
本
人
、
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
海
外
体
験
よ
り｣

の

副
題
で
当
会
会
員
六
名
が
講
師
と

な
り
、
五
月
十
八
日
（
日
）
、
六

月
十
五
日
（
日
）
の
二
日
間
に
集

中
講
義
形
式
で
学
生
に
講
義
を
行

い
ま
し
た
。 

 

講
義
は
赴
任
国
の
概
要
、
社
会

の
特
色
、
現
地
活
動
の
環
境
、
成

果
、
問
題
点
、
今
後
の
課
題
等
を

中
心
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
心
構

え
、
問
題
の
解
決
例
、
Ｏ
Ｄ
Ａ 

の

現
状
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
会
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
出
席
学
生
の
講
義

へ
の
興
味
や
関
心
は
高
く
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 

講
座
後
、
吉
田
教
授
よ
り
今
回

の
当
会
の
対
応
を
評
価
し
た
次
の

内
容
の
総
括
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

 

『
今
回
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
験
者
に
よ
る
講
義
は
成

功
と
い
え
る
。
来
年
以
降
も
よ
り

工
夫
し
た
内
容
で
実
施
し
た
い
。

学
生
の
関
心
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
国
際
情

勢
よ
り
、
よ
り
身
近
な
現
地
の
社

会
状
況
や
市
民
の
生
活
に
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
』
『
講
義
の
時

期
を
六
月
下
旬
乃
至
七
月
上
旬
と

し
、
自
分
（
吉
田
教
授
）
の
準
備

的
講
義
を
先
行
し
て
授
業
の
効
果

を
あ
げ
た
い
。
各
講
義
の
持
ち
時

間
を
百
八
十
分
程
度
と
し
、
講
義

内
容
を
充
実
す
る
。
結
果
と
し
て

講
師
の
人
数
は
少
な
く
な
る
。
ま

た
、
講
義
の
内
容
に
各
国
で
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
内
容
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
役
割
、
業
務
体
験
の

詳
し
い
説
明
、
学
生
の
参
加
す
る

課
題
討
論
を
加
え
る
こ
と
を
検
討

し
て
貰
い
た
い
。
』 

 

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

と
当
会
共
催
の
千
葉
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
第
五

回
帰
国
報
告
会
が
平
成
二
十
年
七

月
十
二
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

四
時
二
十
分
ま
で
の
間
、
千
葉
市

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
一
般
県
民
の
方
々
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

地
球
ひ
ろ
ば
、
青
年
海
外
協
力
隊

千
葉
Ｏ
Ｂ
会
お
よ
び
当
会
員
で
約

五
十
名
の
出
席
で
盛
会
で
し
た
。 

 

報
告
者
と
演
題
は
次
の
通
り
で

す
。
（
敬
称
略
、
報
告
順
） 

 

浦
山
和
良
（
マ
ラ
ウ
イ
／ 

 
  
  
  
  
 

品
質
管
理
） 

 

「
マ
ラ
ウ
イ
と
は
ど
ん
な
国
」 

 

大
格 

登 

（
ヨ
ル
ダ
ン
／ 

 
  
  
  
  

環
境
・
安
全
・
衛
生
） 

 

「
ヨ
ル
ダ
ン
見
聞
体
験
記
」 

 

大
澤
ト
シ
エ
（
シ
リ
ア
／
縫
製
） 

 

「
シ
リ
ア
で
の
服
飾
教
育
」 

 

 

柿
沼 

豊 

（
ケ
ニ
ア
／
柔
道
） 

 

「
ケ
ニ
ア
で
文
武
両
道
を
」 

 

北
垣
勝
之
（
ヨ
ル
ダ
ン
／ 

 
 

 
 

学
校
運
営
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ヨ
ル
ダ
ン
・
ア
カ
バ 

 
 
 

の
思
い
出
」 

 

高
木
利
公
（
タ
イ
／ 

 
 
 
 
 

情
報
技
術
） 

 
 

「
シ
ニ
ア
（
技
術
移
転
）
と 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
国
際
交
流
： 

 

タ
イ
を
知
る
）
の
活
動
報
告
」 

 
 

藤
家 

梓 

（
シ
リ
ア
／ 

 
  
  
  
  
 

病
害
虫
対
策
） 

 
｢

Ｓ
Ｖ
帰
国
報
告
―
シ
リ
ア 

 
 

の
農
業
事
情
を
中
心
に
」  

 

出
席
さ
れ
た
一
般
県
民
の
方
々

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

｢

実
際
の
生
の
声
が
聞
け
て
大
変

参
考
に
な
っ
た｣

、｢

活
発
な
質
疑

応
答
で
よ
か
っ
た｣

、｢

ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
報
告
会
で
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

閉
会
後
、
報
告
者
の
方
々
を
囲

ん
で
懇
親
会
に
移
行
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

北
垣
勝
之
会
員
が
千
葉
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐

Ｆ
Ｍ
に
出
演 

 

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る｢

千
葉

の
人
物｣

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
番

組｢

ま
る
ご
と
千
葉
六
十
分｣

で
、

北
垣
会
員
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
竹
山
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
の
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
赴
任

国
で
あ
っ
た
メ
キ
シ
コ
、
カ
ン
ボ

ジ
ヤ
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
海
外
生
活
よ
も
や
ま
話
を
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
七
月
三
十
日
夕
方

の
生
放
送
で
、
充
分
聴
取
者
の
興

味
を
そ
そ
る
内
容
で
し
た
。 

 

後
藤
敏
行
会
員
が
御
所
で
接
見
を

受
け
ま
し
た
。 

 

本
年
三
月
二
十
六
日
、
帰
国
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

緒
方
理
事
長
、
大
塚
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
長
引
率
の
も
と
、
御

所
で
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お
目

に
か
か
り
ま
し
た
。
後
藤
会
員
は

ト
ン
ガ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
ト
ン
ガ
首
相
と
王
室
の
関

係
、
ト
ン
ガ
王
室
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
ご
下
問
に
答
え
ま
し
た
。 

千 

葉 

大 

学 

講 

座 

参 

加 

第
五
回
帰
国
報
告
会
開
催 

後藤 優 講師による授業 

接見受けたシニアボラン

ティア（JICA本部にて） 

第5回帰国報告会会場全景 

報告中の柿沼 豊 会員 

講師名 赴任国   現地業務 講義時間 

 影山  洵  サモア 業務調整員 90分間 

 影山  洵   ジャマイカ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ調整員 90分間 

 横田 勝徳 モンゴル 食品検査指導 90分間 

 後藤  優   ラオス ｸﾞﾙｰﾌﾟ調整員 90分間 

 山本 茂穂 パラグアイ 化学工学指導 90分間 

 津田 正臣 ヨルダン 金属腐食対策 90分間 

 楠木 孝雄 タイ 賃金調査指導 90分間 
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私
が
柔
道

指
導
の
た
め

に
派
遣
さ
れ

た
ケ
ニ
ア
は

一
九
七
〇
年

代
初
め
に
先

達
に
よ
り
正

式
に
日
本
の｢

柔
道｣

が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
内

容
に
お
い
て
は
揺
籃
期
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
柔
道

団
体
も
ほ
ん
の
数
え
る
ほ
ど
、
最

低
限
の
柔
道
が
出
来
る
施
設
（
指

導
者
、
道
場
、
畳
、
柔
道
着
、
ビ

デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
含
め
た
教
本

類
、
等
々
）
も
数
箇
所
で
す
。 

 

私
の
配
属
先
で
の
日
常
の
活
動

は
配
属
先
柔
道
ク
ラ
ブ
の
選
手

（
全
員
警
察
官
）
に
柔
道
を
指
導

す
る
事
で
す
。
そ
し
て
そ
の
選
手

達
は
柔
道
の
指
導
者
と
言
う
役
目

で
警
察
官
訓
練
生
に
柔
道
に
お
け

る
護
身
術
を
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
教
科
と
し
て
教
え
ま
す
。
し
た

が
っ
て
私
が
誤
っ
た
指
導
を
す
る

と
選
手
達
も
間
違
っ
た
指
導
を
す

る
事
に
な
り
、
そ
の
点
で
は
神
経

を
使
い
、
慎
重
も
期
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
様
な
活
動
が
一
年
ほ
ど
続

き
そ
ろ
そ
ろ
自
分
が
試
み
た
か
っ

た｢

指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
配
属
先

長
官
に
提
案
を
申
し
出
た
所
ひ
と

つ
返
事
で
快
く｢

プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を

組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
表

題
の｢

初
心
者
コ
ー
ス｣

で
す
。
か

な
り
詳
細
に
わ
た
る
内
容
で
指
導

時
間
割
も
朝
八
時
か
ら
夕
方
五
時

ま
で
実
技
と
理
論
（
昼
食
一
時
間

と
午
前
と
午
後
の
二
十
分
ず
つ
お

茶
の
時
間
あ
り
）
、
土
、
日
は
休

み
で
こ
れ
が
八
週
間
続
き
ま
す
。 

 

 

参
加
生
徒
は
十
六
名
、
十
八
歳

か
ら
二
十
三
歳
ま
で
で
全
員
警
察

官
に
な
っ
て
未
だ
わ
ず
か
で
す
。

彼
等
は
学
業
も
優
秀
な
上
柔
道
が

好
き
で
ケ
ニ
ア
全
土
の
各
地
方
の

警
察
署
か
ら
選
抜
さ
れ
た
若
者
た

ち
で
す
。
そ
し
て
ま
ず
私
の
頭
に

浮
か
ん
だ
の
は
是
非
彼
等
に
は
私

の
持
論
で
あ
る｢

文
武
両
道｣

を
基

本
に
し
た
指
導
を
し
た
い
と
考
え

た
事
で
す
。
柔
道
概
論
、
礼
儀
作

法
、
柔
道
場
と
畳
の
意
味
、
柔
道

着
の
扱
い
方
、
柔
道
家
に
と
っ
て

の
柔
道
着
と
は
、
教
育
と
し
て
の

柔
道
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
、
そ
の
他
ビ
デ
オ

に
よ
る｢

技｣

や｢

形｣

の
解
説
、
時

に
は
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
ビ

デ
オ
を
見
せ
た
り
し
て
指
導
内
容

に
変
化
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
に

世
界
的
に
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
例
に
挙
げ
何
故
そ
の
選
手
が
世

界
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、

そ
の
陰
に
は
人
に
言
え
な
い｢

努

力｣

が
あ
っ
た
事
を
話
し
た
り
も
し

ま
し
た
。｢

文
武｣

に
つ
い
て
は
日

本
人
の
精
神
と
伝
統
文
化
の
か
け

ら
を
少
し
で
も
伝
え
た
い
個
人
的

義
務
（
？
）
も
あ
り
ま
し
た
し
、

ケ
ニ
ア
の
若
者
に
柔
道
だ
け
を
し

て
学
問
を
怠
っ
て
欲
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
柔
道
を
修
行
す
る
事
で｢

文

武
両
道｣

を
理
解
し
ケ
ニ
ア
の
将
来

を
背
負
っ
て
い
く
人
間
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
感
じ
た
か
ら
で

す
。
最
後
に
も
う
一
つ
彼
等
自
身

に
考
え
さ
せ
て
書
か
せ
る
試
み
を

し
て
み
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、 

何
故
柔
道
を
し
た
い
と
思
っ
た

の
か
？ 

 

ど
の
よ
う
な
柔
道
選
手
に
成
り

た
い
か
？ 

 

こ
の｢

コ
ー
ス｣

で
は
何
を
学
び 

た
い
の
か
？ 

 
週
間
レ
ポ
ー
ト
（
週
ご
と
に

思
っ
た
事
、
考
え
た
事
、
不
平

不
満
、
何
で
も
よ
い
） 

 

修
了
の
為
の
筆
記
試
験
（
昇
級

試
験
の
一
部
と
し
て
コ
ー
ス
全

般
で
習
っ
た
内
容
） 

  

以
上
の
内
容
で
す
が
正
直
、
何

処
ま
で
真
剣
に
考
え
、
書
い
て
く

れ
る
か
不
安
で
し
た
が
十
六
名
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
字
（
英

語
）
で
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
彼
等
の
書
い
て
く
れ
た
内
容

を
見
て
お
互
い
の
距
離
が
一
挙
に

縮
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
大
袈
裟
で
す

が
国
境
を
越
え
た
師
弟
関
係
が
生

ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

将
来
彼
等
と
は
簡
単
に
会
え
ま
せ

ん
が
、
私
に
と
っ
て
彼
等
と
過
ご

し
た
八
週
間
は
一
生
の
宝
物
に
な

る
は
ず
で
す
。 

 

 

二
〇
〇
六

年
四
月
か
ら

二
〇
〇
八
年

三
月
ま
で
二

年

間
、
ヨ

ル

ダ
ン
国
ア
カ

バ
職
業
訓
練

校
に
所
属
、
校
長
を
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
す
る
学
校
運
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
し
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

以

下
Ｓ
Ｖ)

活
動
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
主

導
す
る
職
業
訓
練
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
し

た
が
っ
て
従
来
の
Ｓ
Ｖ
独
自
の
使

命
に
加
え
、
関
係
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
や
青
年
協
力
隊(

Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｖ)

の
諸
君
と
も
協
力
し
な
が
ら
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
、
ヨ

ル
ダ
ン
職
業
訓
練
公
社
（
以
下
公

社
）
傘
下
の
訓
練
校
約
五
十
校(

以

下
Ｖ
Ｔ
Ｃ
）
か
ら
三
校
（
Ｔ
Ｔ

Ｉ
・
ア
カ
バ
・
ジ
ェ
ラ
シ
ュ
）
を

選
び
、
こ
れ
ら
モ
デ
ル
校
の
業
務

改
善
を
通
し
て
全
体
の
職
業
訓
練

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る

狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。
公
社
本
部

の
業
務
改
善
に
は
四
名
の
専
門
家

チ
ー
ム
が
当
た
り
、
Ｖ
Ｔ
Ｃ
に
は

Ｓ
Ｖ
と
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
を
配
属
、
そ
こ

で
私
は
南
部
中
規
模
校
の
ア
カ
バ

に
赴
任
し
た
わ
け
で
す
。 

モ
デ
ル
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
パ
イ

ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
を
指
定
し
て
職
業

訓
練
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り(

ア
カ
バ
Ｖ
Ｔ
Ｃ
は
二
〇
〇
七
年

度｢

溶
接
コ
ー
ス｣

、
二
〇
〇
八
年

度｢

冷
凍
エ
ア
コ
ン
コ
ー
ス｣

）
、

➀
Ｖ
Ｔ
Ｃ
の
権
限
強
化
、
➁
地
域

産
業
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
訓
練
計

画
と
実
行
、
③
訓
練
運
営
管
理
情

報
の
集
中
と
活
用
、
④
公
社
の
Ｖ

Ｔ
Ｃ
管
理
一
元
化
、
以
上
四
項
目

を
目
標
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（P

lan-D
o-

C
heck-A

ction

）
サ
イ
ク
ル
を
四
年

間
繰
り
返
し
展
開
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
定
着
を
図
り
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
私
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
、
➀
組
織
・
制
度
の

見
直
し
、
➁
地
域
産
業
界
と
の
交

流
、
③
学
校
運
営
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
④
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

初
心
者
向
け｢

柔
道
コ
ー
ス｣

を 

 
 
 
 
 

受
け
持
っ
て 

 
 
 

柿
沼 

豊 

（
ケ
ニ
ア
） 

ヨ
ル
ダ
ン
で
の 

 
 

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 
 
 

北
垣
勝
之
（
ヨ
ル
ダ
ン
） 

実技指導 壁に｢心技体｣の書がある 

 Adel 校長 (中央)と筆者(向かって右隣) 
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ク
ト
チ
ー
ム
へ
の
協
力
、
の
四

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
学
校
運
営
改
善

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
校
長
の
Ｖ

Ｔ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
単
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
に
留
ま
ら
ず
幅
広

い
経
営
管
理
に
及
ぶ
か
ら
で
す
。 

 

ア
カ
バ
Ｖ
Ｔ
Ｃ
に
は
他
に
も
自

動
車
修
理
・
電
気
配
線
・
木
工
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
各
種
コ
ー
ス

が
あ
り
、
数
ヶ
月
か
ら
一
年
間
に

百
八
十
～
二
百
人
の
訓
練
生
を
教

職
員
三
十
名
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
校
長
は
超
多
忙
で
私

と
の
懇
談
時
間
を
見
出
す
こ
と
さ

え
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
れ
は
Ｖ
Ｔ
Ｃ
決
済
事
項
が
校
長

一
人
に
集
中
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め
改

善
す
べ
き
提
案
事
項
は
な
る
べ
く

文
書
に
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
当
た
り
ま
し
た
。
任
期
後
半
に

は
運
営
改
善
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
次

の”B
etter M

anagem
ent” 

十
巻
を

提
出
、
改
革
意
識
の
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。
➀
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

行
動
要
件
、
➁ 

五
Ｗ
一
Ｈ
に
よ
る

会
議
の
勧
め
、
③
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
活
用
、

④
五
Ｓ
運
動
の
勧
め
、
⑤
仕
事
人

を
育
て
る
こ
と
、
⑥
Ｖ
Ｔ
Ｃ
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、
⑦
目
標
管
理
制
度
の
導

入
、
⑧
民
間
企
業
と
の
付
き
合
い

方
、
⑨
文
書
に
よ
る
広
報
の
あ
り

方
、
⑩
Ｖ
Ｔ
Ｃ
事
業
の
将
来
に
向

け
て
（
以
上
タ
イ
ト
ル
の
み
。
） 

 

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
し
て
ヨ

ル
ダ
ン
の
職
業
訓
練
行
政
に
一
石

を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

 

 

二
〇
〇
六

年
四
月
～
二

〇
〇
八
年
三

月

ま

で
、
タ

イ
内
務
省
土

木
・
都

市

計

画
局
チ
ェ
ン

マ
イ
県
事
務
所
に
て
、
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
Ｓ
Ｖ
）
チ
ー

ム
派
遣
の
業
務
調
整
を
行
い
ま
し

た
。
チ
ー
ム
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

都
市
計
画
担
当
Ｓ
Ｖ
（
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
）
、
土
地
区
画
整
理
事

業
担
当
Ｓ
Ｖ
、
景
観
保
存
担
当
Ｓ

Ｖ
と
私
の
四
名
で
し
た
。 

チ
ェ
ン
マ
イ
は
七
百
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
北
部
タ
イ
の
古
都
で

す
が
、
近
年
開
発
が
進
み
様
々
な

都
市
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
無
秩
序
な
都
市
拡
大
に
よ
る

交
通
渋
滞
や
住
環
境
悪
化
、
緑
地

の
減
少
、
歴
史
的
景
観
の
阻
害
な

ど
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
現
状
の
中
で
日
本
人
Ｓ
Ｖ
に
求

め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
日
本
の
都

市
計
画
や
景
観
保
存
の
成
功
例
、

失
敗
例
、
さ
ら
に
そ
の
経
験
の
中

か
ら
何
を
学
び
現
在
の
制
度
に
生

か
さ
れ
た
か
と
い
う
経
験
の
共
有

化
で
し
た
。
都
市
計
画
改
訂
の
住

民
説
明
会
、
地
方
自
治
体
職
員
へ

の
地
方
分
権
セ
ミ
ナ
ー
、
ま
た
Ｓ

Ｖ
自
身
が
企
画
し
た
景
観
保
存
と

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
等
に
お
い

て
、
タ
イ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

と
協
力
し
て
日
本
の
経
験
を
伝

え
、
住
民
組
織
や
自
治
体
も
交
え

て
様
々
な
意
見
交
換
を
し
て
き
ま

し
た
。
都
市
問
題
の
改
善
は
わ
ず

か
二
年
間
の
任
期
で
目
に
見
え
る

効
果
や
結
果
が
現
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
日

本
の
事
例
紹
介
に
よ
っ
て
、
今
後

の
地
方
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
や
都

市
計
画
制
度
改
善
の
中
に
小
さ
な

種
を
蒔
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
た
、
Ｓ
Ｖ
と
し
て
活
動
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
気
づ
き
や

学
び
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
地

方
分
権
の
過
渡
期
に
あ
る
タ
イ
に

て
、
地
方
の
中
堅
公
務
員
や
自
治

体
職
員
の
方
々
と
身
近
に
接
す
る

機
会
が
持
て
た
こ
と
で
、
中
央
省

庁
と
地
方
の
認
識
の
格
差
、
中
央

の
思
惑
と
住
民
運
動
の
板
ば
さ
み

に
な
っ
て
悩
ん
で
い
る
中
堅
地
方

公
務
員
の
実
態
も
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て

知
り
合
っ
た
人
々
と
の
人
脈
を
大

切
に
し
て
、
今
後
も
タ
イ
の
地
方

で
の
動
き
に
注
目
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｖ
活
動
の
継
続
的
発
展
と
し

て
、
チ
ェ
ン
マ
イ
に
あ
る
農
業
系

大
学
（
メ
ー
ジ
ョ
ー
大
学
）
建

築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
部
と
連
携

し
て
、
都
市
の
緑
地
‐
特
に
街
路

樹
保
全
‐
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
任

期
中
に
実
現
し
た
短
期
Ｓ
Ｖ
派
遣

（
チ
ェ
ン
マ
イ
の
緑
地
・
街
路
樹

保
全
に
関
す
る
樹
木
医
人
材
育
成

支
援
）
の
成
果
を
受
け
、
短
期
Ｓ

Ｖ
と
し
て
現
地
で
活
動
し
て
い
た

だ
い
た
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
教
授
の
ご
協
力
に
よ
り
、

メ
ー
ジ
ョ
ー
大
学
で
の
樹
木
医
養

成
講
座
開
設
、
チ
ェ
ン
マ
イ
で
の

住
民
参
加
型
街
路
樹
保
全
や
タ
イ

で
の
樹
木
医
制
度
導
入
に
関
し
て

人
材
育
成
を
支
援
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
都
市
環
境
保
全

お
よ
び
景
観
保
全
と
い
う
観
点
か

ら
、
学
生
や
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
街
路
樹
保
全
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

前
派
遣
地

の
ヨ
ル
ダ
ン

（
二
〇
〇
三

年
秋
～
二
〇

〇
五
年
冬
）

か
ら
帰
国
し

た

一

年

後

に
、
タ
イ
国
の
モ
ン
ク
ッ
ト
王
立

工
科
大
学
（
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
）
情
報

技
術
学
部
（
二
〇
〇
六
年
四
月
～

二
〇
〇
八
年
三
月
）
に｢

最
新
の
情

報
技
術
の
移
転｣

要
請
に
応
じ
派
遣

さ
れ
た
。 

 

同
じ
親
日
的
な
国
で
も
、
短
大

生
達
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
ど
ん
ど
ん

話
し
か
け
て
き
た
ヨ
ル
ダ
ン
と
違

い
、
ト
ン
ブ
リ
（
バ
ン
コ
ク
郊

外
）
の
大
学
生
達
は
と
て
も
奥
ゆ

か
し
い
（
シ
ャ
イ
）
感
じ
だ
っ

た
。
私
も
積
極
的
な
方
で
は
な
い

の
で
な
か
な
か
馴
染
め
な
か
っ

た
。
タ
イ
で
は
個
室
（
教
官
室
）

を
用
意
し
て
く
れ
た
の
で
、
一
年

半
は
週
末
も
含
め
て
講
義
用
の
教

材
（
英
文
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
作

成
に
明
け
暮
れ
た
。
“
Ｎ
Ｈ
Ｋ
”

を
見
な
が
ら
の
個
室
作
業
で
は
タ

イ
に
住
ん
で
い
る
意
味
が
な
い
の

で
は
と
悩
み
も
し
た
。 

で
も
な
ま
い
き
だ
け
ど
か
わ
い

い
学
生
達
と
の
や
り
と
り
、
帰
国

直
前
の
多
く
の
食
事
会
、
学
生
が

計
画
し
た
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
へ
の

修
学
ド
ラ
イ
ブ
、
そ
し
て
沢
山
の

お
土
産
と｢

終
わ
り
良
け
れ
ば
す
べ

て
良
し｣

の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
だ
っ
た
。 

 

技
術
移
転
活
動
で
は
、
大
学
高

学
年
向
け
の
講
義
（
三
単
位
、
週

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動 

 
 
 
 

坂
本
真
里 

（
タ
イ
） 

シ
ニ
ア
（
技
術
移
転
）
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
国
際
交
流
：
タ
イ
を
知

る
） 

 
 
 
 

高
木
利
公 

（
タ
イ
） 

中央右の黒服の女性がサンカムページ郡 

自治体の長 
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三
時
間
）
を
英
語
で
行
っ
た
。
講

義
タ
イ
ト
ル
は｢

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ (

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
）
：
秋
学
期
」

と｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
（
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
言
語
）
：
春
学
期｣

で
あ
る
。
ト
ン
ブ
リ
の
団
地
に
単

身
赴
任
で
住
み
、
学
部
の
法
要
、

卒
業
式
（
授
与
側
）
、
謝
恩
会
、

学
部
主
催
の
国
際
学
会
等
、
多
く

の
行
事
に
参
加
し
楽
し
ん
だ
。  

 

大
学
生
達
を
教
え
る
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。
講
義
開
始
時
に
は
数

名
の
学
生
し
か
い
な
く
て
待
っ
て

も
残
り
は
来
な
い
。
待
ち
く
た
び

れ
て
講
義
を
始
め
る
と
ど
こ
か
ら

か
学
生
達
が
集
ま
っ
て
き
た
。
数

名
の
学
生
が
先
発
偵
察
に
来
て
お

り
、
講
義
を
開
始
す
る
と
携
帯

メ
ー
ル
で
全
員
に
通
知
し
て
い
る

と
わ
か
っ
た
の
は
開
講
し
て
一
カ

月
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
ん
な
学
生
達
だ
が
最
終
講
義
後

に
バ
ス
ツ
ア
ー
に
誘
っ
て
く
れ

た
。
そ
の
時
の
写
真
集
を
日
本
か

ら
も
見
れ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
に
載
せ
て
く

れ
て
い
る
。 

 
 
 

 

帰
任
後
に
は
、
作
成
し
た
教
材

（
英
文
＆
タ
イ
語
）
を
利
用
し
て

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
教
授
）
が

講
座
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
と
の

こ
と
。
教
材
作
成
に
頑
張
っ
た
か

い
が
あ
っ
た
と
う
れ
し
か
っ
た
。 

 

国
際
交
流
（
タ
イ
を
知
る
）
活

動
で
は
、
学
校
と
団
地
生
活
の
中

で
学
園
生
活
を
楽
し
ん
だ
。
毎
月1

週
間
は
学
内
に
学
生
相
手
の
屋
台

村
が
で
き
食
堂
、
雑
貨
、
衣
料
を

安
価
で
売
っ
て
い
た
。
イ
ナ
ゴ
の

か
ら
揚
げ
と
か
も
試
し
た
。
夕
食

は
団
地
近
く
の
な
じ
み
の
屋
台
で

済
ま
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
カ

オ
ニ
ャ
オ
（
も
ち
米
）
と
ソ
ム
タ

ム
（
青
パ
パ
イ
ア
サ
ラ
ダ
）
と
ト

ム
ス
ー
プ
に
あ
と
一
品
が
定
番
で

あ
る
。
時
々
お
ば
ち
ゃ
ん
が
お
ま

け
し
て
く
れ
た
。 

 

国
民
性
と
か
は
い
ま
だ
に
良
く

わ
か
ら
な
い
面
が
あ
る
。｢
跡
継
ぎ

は
、
女
性
（
末
っ
子
）
で
あ
り
、

女
系
家
族
。｣

と
同
期
の
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
聞
い
た
。｢

両
親

が
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
な
末
娘

が
面
倒
を
見
る
良
い
シ
ス
テ
ム
だ｣

と
思
い
生
徒
に
確
認
し
た
ら
、
私

の
家
は
中
華
系
な
の
で
長
男
が
家

を
継
ぐ
と
か
・
・
・
。
ま
た｢

高
速

バ
ス
が
来
る
と
皆
ど
っ
と
押
し
か

け
我
先
に
座
席
を
確
保
す
る
。｣

で

も
後
か
ら
乗
る
と
さ
っ
き
追
越
し

て
い
っ
た
若
い
子
が
さ
り
げ
な
く

席
を
譲
っ
て
く
れ
た
り
す
る
。
日

本
な
ら
行
列
は
守
る
け
ど
座
っ
た

ら
ま
ず
譲
ら
な
い
。 

家
族
を
大
切
に
し
て
人
情
に
厚

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
は
ヨ
ル

ダ
ン
で
も
ト
ン
ブ
リ
で
も
同
じ

だ
っ
た
。 

こ
の
夏
に
は
チ
ェ
ン
マ
イ
―
バ

ン
コ
ク
旅
行
に
夫
婦
で
出
か
け
て

来
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
教
え
子

（
短
大
教
官
）
か
ら
も
秋
の
結
婚

披
露
宴
の
招
待
メ
ー
ル
が
届
い

て
、
行
く
か
ど
う
か
悩
ん
で
も
い

ま
す
。
こ
れ
だ
か
ら
や
め
ら
れ
な

い
・
・
・
。 

 

私

は

長

年
、

農
業
関
係
の

研
究
機
関
に

勤
務
し
て
お

り
、
い

ず

れ

は
海
外
で
農

業
技
術
の
指

導
や
研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
。
念
願
が
叶
い
、
二

〇
〇
六
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
農

作
物
病
害
虫
担
当
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
シ

リ
ア
種
子
増
殖
公
団
（
Ｇ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
）
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
は
、
シ
リ
ア
の
首
都

ダ
マ
ス
カ
ス
か
ら
約
四
百
㌔
㍍
北

の
ア
レ
ッ
ポ
と
い
う
場
所
に
あ

り
、
主
要
農
作
物
の
種
子
の
輸

入
・
増
殖
・
販
売
お
よ
び
そ
れ
ら

に
関
連
し
た
試
験
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
Ｇ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
の
主
要
対
象
農
作
物
で
す
が
、

現
時
点
で
は
毎
年
多
く
の
種
子
用

ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
種
イ
モ
）
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
輸
入
か
ら
国
内
生
産
に
切

り
替
え
る
と
い
う
国
家
計
画
が
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
下
に
進
ん
で
お

り
、
現
在
種
イ
モ
の
生
産
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
病
害
虫
に
よ
る
減
収

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。 私

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
病
害
虫
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
研
究

パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
と
も
に
各
地
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
圃
場
で
病
害
虫
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
摂
氏
四
十
度
を

越
え
る
炎
天
下
で
の
調
査
は
老
骨

に
は
応
え
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

多
く
の
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
た
び
た
び
農
家

に
招
か
れ
、
都
会
で
は
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
興
味
深
い
シ
リ
ア
の

一
面
に
接
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
研
究
環
境
は
十
分
と
は
申
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
異
国
で
の
病

害
虫
調
査
は
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
技
術
と

い
う
も
の
は
世
界
共
通
と
も
い
え

ま
す
が
、
そ
の
国
の
文
化
や
国
民

性
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
も

い
え
、
技
術
援
助
の
難
し
さ
も
経

験
致
し
ま
し
た
。 

シ
リ
ア
は
、
正
に
異
文
化
の
国

で
し
た
が
、
生
活
・
文
化
・
国
民

性
に
魅
せ
ら
れ
、
シ
リ
ア
フ
ア
ン

に
な
っ
て
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

英
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
と
身
振
り
手

振
り
を
取
り
混
ぜ
て
の
シ
リ
ア
の

人
々
と
の
交
流
、
シ
リ
ア
で
活
動

し
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
交
流
も
刺
激
的
で
楽
し
い

も
の
で
し
た
。  

私
に
と
り
ま
し
て
は
、
初
め
て

の
海
外
生
活
で
し
た
が
、
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
活
動
・
生

活
・
健
康
の
何
れ
も
大
き
な
問
題

は
な
く
、
充
実
し
た
二
年
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。｢

海
外

で
農
業
技
術
の
指
導
や
研
究
を
行

う｣

と
い
う
夢
を
叶
え
て
い
た
だ
い

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
お
よ
び
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
二
年
間
を

支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
日

本
で
は
シ
リ
ア
の
情
報
が
如
何
に

少
な
い
か
を
痛
感
致
し
て
お
り
、

機
会
あ
る
ご
と
に
お
伝
え
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。  

  
 

※ 

※ 

訂 

正 

※ 

※ 
 

 

Ｓ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
第
八
号
四
頁
、

大
格 

登 

氏
の
ヨ
ル
ダ
ン
見
聞
体

験
記
の
三
段
目
、
十
八
行
の
三
千

万
ユ
ー
ロ
は
三
百
万
ユ
ー
ロ
と
訂

正
い
た
し
ま
す
。 

初
め
て
の
海
外
農
業 

 
 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 

藤
家 

梓 

（
シ
リ
ア
） 

ガウンを着用して卒業式に参列 

ジャガイモの病害虫調査 
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浦
安
市
国
際
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ａ
が
指
定
管
理
者
）
に
お
い
て

は
、
毎
月
特
定
の
国
を
対
象
と
し

て
展
示
・
講
演
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
十
月
に
会
社
Ｏ
Ｂ
会
メ

ン
バ
ー
が
国
際
セ
ン
タ
ー
で
伊
東

セ
ン
タ
ー
長
と
面
談
、
平
成
二
十

年
四
月
に
「
イ
ラ
ン
」
を
予
定
す

る
こ
と
に
な
り
、
講
演
会
の
企

画
・
講
師
選
定
・
運
営
を
総
て
私

に
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

イ
ラ
ン
と
言
う
国
に
つ
い
て
一

般
市
民
は
「
理
解
し
難
い
イ
ス

ラ
ー
ム
の
国
と
一
九
七
九
年
イ
ラ

ン
宗
教
革
命
と
は
？
」
と
言
う
感

覚
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
、
講
座

を
組
み
立
て
ま
し
た
。
私
の
イ
ラ

ン
滞
在
経
験
が
昭
和
四
十
一
～
四

十
四
年
の
九
ヶ
月
の
み
で
、
と
て

も
最
近
の
イ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
経

験
・
知
識
が
な
い
こ
と
か
ら
次
の

よ
う
な
講
座
内
容
を
組
立
て
、
各

講
師
へ
の
依
頼
・
講
演
内
容
の
調

整
等
を
行
な
い
ま
し
た
。
①
宮
崎

（
元
三
祐
コ
ン
サ
ツ
タ
ン
ツ
）

「
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国

と
一
九
七
九
年
イ
ラ
ン
宗
教
革

命
」
の
テ
ー
マ
で
モ
デ
レ
ー
タ
ー

役
を
果
た
し
、
②
樋
口
昭
一
郎
氏

（
三
祐
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
相
談

役
、
イ
ラ
ン
革
命
ま
で
十
八
年
間

滞
在
、
イ
ラ
ン
・
日
本
の
大
パ
イ

プ
役
を
務
め
た
）｢

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
国

王
時
代
の
近
代
化
政
策
と
社
会
格

差
の
発
生｣

、
③
鈴
木 

均 

氏
（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

革
命
後
の
イ
ラ
ン
調
査
研
究
の
我

が
国
第
一
人
者
）｢

イ
ス
ラ
ー
ム
革

命
以
来
の
改
革
と
そ
れ
に
伴
う
政

治
・
社
会
の
変
化｣

。 

 

講
演
会
は
平
成
二
十
年
五
月
十

三
日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

に
決
ま
り
、
定
員
六
十
名
と
予
約

な
し
の
人
と
で
七
十
名
位
の
超
満

席
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
に
Ｉ

Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
イ
ラ
ン
・
ジ
ヤ
パ
ン
・

ペ
ト
ロ
リ
ュ
ー
ム
・
コ
ン
ソ
シ
ア

ム
）
の
建
設
に
参
加
さ
れ
た
市
内

在
住
の
方
々
が
お
ら
れ
、
初
対
面

を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

講
演
会
は
大
成
功
で
、
伊
東
セ

ン
タ
ー
長
か
ら｢

開
所
以
来
の
大
盛

況
で
、
市
民
の
企
画
・
参
加
に
よ

る
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス｣

と
の
言
葉
を

頂
き
、
千
葉
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
か
ら

は
、｢

日
本
最
高
級
の
講
演
内
容
で

と
て
も
良
か
っ
た
。
千
葉
市
で
も

開
催
し
て
欲
し
い｣

等
々
の
大
賛
辞

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

私
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
は
一
九
九
七
年

か
ら
三
年
間
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

タ
イ
事
務

所
で
業
務
調
整
員
、
二
〇
〇
一
年

よ
り
二
年
間
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

ラ
オ

ス
事
務
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整

員
を
務
め
ま
し
た
。
人
生
の
大
半

を
過
ご
し
た
国
々
と
そ
の
人
々
へ

の
恩
返
し
を
、
と
い
う
こ
と
で
進

め
て
い
る｢

私
の
別
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動｣

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

在
住
外
国
人
へ
の
日
本
語
指
導 

 

千
葉
市
国
際
交
流
協
会
の
賛

助
会
員
に
登
録
し
、
二
〇
〇
四
年

か
ら
千
葉
市
国
際
交
流
協
会
で

米
、
英
、
豪
、
中
、
ベ
ト
ナ
ム
等

か
ら
の
滞
在
者
に
毎
週
一
～
二
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
日
本
語
指

導
を
し
て
き

ま

し

た
。
期

間
は
一
年
間

限
定
と
な
っ

て

お

り
、
も

う
少
し
お
互

い
に
継
続
し

た
い
場
合
も
協
会
の
規
則
で
打
ち

切
り
と
な
る
の
は
残
念
で
す
。 

楽
し
い
思
い
出
も
数
々
生
ま
れ

ま
す
。
昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月

ま
で
指
導
し
た
ベ
ト
ナ
ム
女
性
の

バ
オ
さ
ん
は
、
大
変
明
る
く
積
極

的
な
女
性
で
、
日
本
語
指
導
だ
け

で
な
く
諸
々
の
相
談
も
受
け
て
き

ま
し
た
。
今
で
も
交
信
を
続
け
て

お
り
ま
す
。 

在
住
タ
イ
人
児
童
・
生
徒
向
け｢

日

本
語
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー｣

 

私
は
九
年
間
に
亘
り
滞
在
し
た

タ
イ
に
は
愛
着
が
深
く
、
そ
の
恩

返
し
の
気
持
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

日
本
・

タ
イ
社
会
文
化
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
山
浦
理
事
長
）
に
加
入
し
、

千
葉
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
に
タ
イ

人
講
師
を
招
き
今
年
五
月
か
ら
毎

週
土
曜
日
に｢

日
本
語
学
習｣

を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

千
葉
市
在
住
タ
イ
人
は
五
百
四

十
名
が
登
録
さ
れ
、
千
葉
県
全
体

で
は
、
五
万
人
強
が
居
住
し
て
い

ま
す
。
そ
の
人
々
を
対
象
に
チ
ラ

シ
を
千
葉
市
役
所
、
各
区
役
所
の

外
国
人
登
録
窓
口
に
掲
載
し
て
貰

い
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
が
、

ま
だ
生
徒
数
が
最
低
目
標
の
十
名

に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
口

コ
ミ
で
の
応
募
増
を
期
待
す
る
ほ

か
、
タ
イ
成
人
の
受
け
入
れ
も
検

討
し
、
最
終
目
標
で
あ
る
千
葉
市

内
で
の
タ
イ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

作
り
に
貢
献
し
た
い
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。 

将
来
的
に
は
千
葉
市
と
バ
ン
コ

ク
市
と
の
友
好
都
市
化
、
引
い
て

は
姉
妹
都
市
化
を
夢
見
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。 

  

  

（
平
成
二
十
年
八
月
現
在
） 

 

◎ 

会
員
数 

九
十
二
名 

 

◎ 

派
遣
国 

 
 
 
 

ア
ジ
ア
、
中
近
東
、
ア
フ 

 
 
 
 

リ
カ
、
大
洋
州
、
中
米
、 

 
 
 
 

南
米
の
三
十
九
カ
国 

 
 

◎ 

指
導
分
野 

 
 
  
  

農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
商 

 
 
 
 

業･

観
光
、
人
的
資
源
、 

 
 
  
  

計
画･

行
政
、
公
共
、 

 
 
 
 

保
険･

医
療
の
各
分
野 

 

役
員
人
事 

 

今
回
の
総
会
で
平
成
二
十
年
度

役
員
と
し
て
、
次
の
諸
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

会 

長 

品
川
洋
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌
ヶ
谷
市 

 

副
会
長 

黒
田
昭
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏
市 

 

副
会
長 

山
本
茂
穂 

 
 
 
 
 

「
広
報｣

  

千
葉
市 

 

事
務
局
長 

上
田
義
晴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉
市 

 

幹 

事 

後
藤 

優 
 
 
 
 
 
 ｢

会
計｣

 

千
葉
市 

 

幹 

事 

増
田
定
雄 

 
 
 
 
 
 ｢

開
発
教
育｣

 

千
葉
市 

 

幹 

事 

横
田
勝
徳 

 
  
  
  
  
 ｢

開
発
教
育｣

 

千
葉
市 

 

幹 

事 

津
田
正
臣 

 
 
 
 
 
 ｢

総
務｣

 

千
葉
市 

 

監 

査 

酒
井
國
彦 

 
 
 
 
  
 ｢

会
計
監
査｣

 

千
葉
市 

 
 

退 
 

任 

梅
谷
陽
子
氏 

 
 
 
 

同
氏
に
は
当
会
の
創
立
以 

 
 

来
、
役
員
と
し
て
ご
尽
力
戴 

 
 

き
ま
し
た
。  

会 

員 

活 

動 

便 

り 
浦
安
市
国
際
セ
ン
タ
ー
で
講
演
を 

 
 
 

宮
崎 

泰 

（
タ
イ
） 

私
の
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 
 

上
田
義
晴
（
タ
イ
・
ラ
オ
ス
） 

宮崎 泰 モデレーター 

日本語学習案内ポスター 

会 

の 

現 

況 
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イ
ベ
ン
ト
参
加
報
告 

  
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
春
募
集
活
動
に
協
力 

 

四
月
十
三
日
（
日
）
船
橋
市
中

央

公

民

館
、
四

月

二

十

六

日

（
土
）
千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ
で
の

春
募
集｢

体
験
談
＆
説
明
会｣

に
協

力
、
会
員
計
八
名
を
パ
ネ
リ
ス

ト
、
よ
ろ
ず
相
談
員
と
し
て
派
遣

し
ま
し
た
。 

 

「
第
二
回
協
力
隊
ま
つ
り
」
に
出

展 

 

平
成
二
十
年
四
月
十
九･

二
十
日

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
で
開
催

さ
れ
た
青
年
海
外
協
力
協
会
主
催

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

者
に
よ
る
第
二
回
協
力
隊
ま
つ
り

に
出
展
参
加
し
ま
し
た
。 

 

統
一
テ
ー
マ
と
し
て｢

地
球
が
ふ

る
さ
と
～
守
ろ
う
地
球
の
環
境｣

と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、

当
会
ブ
ー
ス
で
は
環
境
保
全
分
野

で
活
動
し
た
会
員
の
現
地
活
動
写

真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
に
環
境
問
題
の
ク
イ
ズ
を

提
供
し
ま
し
た
。 

 

山
武
郡
横
芝
光
町
で
の
出
前
講
座

に
講
師
派
遣 

 

八
月
二
十
一
日
開
催
の
寿
大
学

で
藤
家 

梓 

会
員
が｢

海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
て
見
え
る
日
本｣

と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
者
は
約
九
十
名
、
講
演

は
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
内
容
で
、

受
講
生
の
質
疑
も
活
発
で
し
た
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ 

C
h
i
b
a
 

2
0
0
8
 

に
出
展
参
加 

 

八
月
二
十
三
日
（
土
）
千
葉
大

学
け
や
き
会
館
に
於
い
て
、
千
葉

県
、
（
財
）
ち
ば
国
際
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
，

Ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ｅ
ｆ 

主
催
で｢

グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ェ
ス
タ 

Ch
ib
a 
200

8｣
 

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

フ
ェ
ス
タ
に
は
国
際
交
流
・
協

力
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
当
会
も
ブ
ー
ス
展
示
、
国
際

理
解
ク
イ
ズ
実
施
、
応
募
相
談
な

ど
で
参
加
し
ま
し
た
。 

  
 

本紙へのご意見、ちば出前 

講座のお問い合せは下記

にお願いします。 

千葉県ＪＩＣＡシニア 
ボランティアの会 
(The Association of JICA  
Senior Volunteers in Chiba) 
  04-7131-5830（黒田） 

千葉県国際協力推進員 

   043-297-0245 （木野本） 
    jicadpd-desk- 
    chibaken@jica.go.jp 

Ｃ
Ｃ
Ｂ
便
り 

編 

集 

後 

記 

 

  

秋
は
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
皆
さ
ん
と
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
が
多

い
季
節
で
す
。 

 

県
内
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
設

営
、
ブ
ー
ス
で
の
説
明
、
講
師
な

ど
の
ご
担
当
の
会
員
の
皆
様
と
お

会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
千
葉
県
国
際
協
力
推
進
員 

 
 
 

 
 

 
 
 

木
野
本
ま
ゆ
み 

 

   

会
報
（
Ｓ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
）
第
九

号
を
お
届
し
ま
す
。 

 

で
き
る
だ
け
多
く
の
シ
ニ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
諸
活
動
を
掲
載
し

た
い
と
の
方
針
の
下
、
今
号
も
限

ら
れ
た
紙
面
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の

記
事
と
な
り
ま
し
た
。
折
角
の
ご

寄
稿
原
稿
を
心
な
ら
ず
も
短
縮
さ

せ
て
頂
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
て
も
、
各

地
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
シ
ニ
ア

の
皆
様
と
共
に
本
紙
も
歩
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

よろず相談員（船橋市中央公民館） パネリスト（千葉市幕張メッセ） 

ブースで活躍中の当会会員 

  

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

青
年

海
外
協
力
隊
秋
募
集
説
明
会
の
会

場
、
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た 

 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け

平
成
二
十
年
度
秋
募
集｢

体
験
談
＆

説
明
会｣

が
次
の
場
所
、
日
程
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア･

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
各
Ｏ

Ｂ･

Ｏ
Ｇ
の
体
験
談
発
表
や
活
動
紹

介
ビ
デ
オ
の
上
映
、
制
度
説
明
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
や

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
と
の
個
別
面
談
、
要

請
詳
細
情
報
な
ど
の
資
料
閲
覧
が
可

能
で
す
。
参
加
は
無
料
で
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

千
葉
市
会
場 

十
月
十
一
日
（
土
） 

 

十
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分 

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
六
階 

 

Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
東
口
徒
歩
三
分 

船
橋
市
会
場 

十
月
二
十
五
日
（
土
） 

 

十
時
三
十
分
～
十
二
時
三
十
分 

船
橋
市
中
央
公
民
館
六
階 

 

Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
南
口
徒
歩
七
分 

 

 

な
お
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
募
集

説
明
会
は
両
会
場
で
十
四
時
～
十
六

時
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
月

七
日
（
火
）
十
九
時
～
二
十
一
時
に

ア
ミ
ュ
ー
ゼ
柏
（
柏
市
）
で
も
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
ま
た
、
関
心
を
お
持
ち
の
お

知
合
い
の
方
に
ご
紹
介
下
さ
い
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
よ
り
の
お
知
ら
せ 

横芝光町寿大学で熱演中の藤家会員 


